
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
平成19年度 0

平成20年度 9 9

森林総合科学科、材料創造
工学科、企業法学科、生物生
産科学科、英米科、物質化学
工学科、製薬工学科

・小論文、学力試験(化
学、生物)、面接、書類
審査【4】
・学力試験(英語、化
学、生物)、面接、書類
審査【5】

３年次５名 ３年次１名

平成21年度 10 10

建築学科、土木工学科、化学
科、海洋生物生産科学科、海
洋環境学科、臨床福祉学科、
国文学科、生物生産科学科

・小論文、学力試験(化
学、生物)、面接、書類
審査【5】
・学力試験(英語、化
学、生物)、面接、書類
審査【5】

なし ３年次３名

平成22年度 11 11

合成化学工学科、応用化学
科、数学科、薬学科、生物工
学科、生物資源利用学科、生
命薬科学科、バイオサイエン
ス学科、環境情報学科

・小論文、学力試験(化
学、生物)、面接、書類
審査【3】
・学力試験(英語、化
学、生物)、面接、書類
審査【8】

なし なし

平成23年度 9 9

合成化学工学科、応用化学
科、数学科、薬学科、生物工
学科、生物資源利用学科、生
命薬科学科、バイオサイエン
ス学科、環境情報学科

・小論文、学力試験(化
学、生物)、面接、書類
審査【0】
・学力試験(英語、化
学、生物)、面接、書類
審査【9】

なし なし

平成24年度 10 10

生命薬科学科、動物応用科
学科、作業療法学科、経済学
科、英文学科、生物科学科、
物質化学工学科、応用生命
工学科

・小論文、学力試験(化
学、生物)、面接、書類
審査【2】
・学力試験(英語、化
学、生物)、面接、書類
審査【8】

なし なし

平成25年度 9 9

総合人文学科、化学科、応用
化学科、薬学科、食品科学
科、経営工学科、海洋生産シ
ステム学科、応用電子工学科

・小論文、学力試験(化
学、生物)、面接、書類
審査【2】
・学力試験(英語、化
学、生物)、面接、書類
審査【7】

なし なし

計 0 0 58 0 0 0 58 － － － －

６年制薬学部の編入学・転学部調査まとめ

　現在、3年次への編入学が
行われていることから、原則
として1年次及び2年次に配当
されている科目の単位数を認
定している。したがって、編入
学生は原則として3年次以上
の各学年に配当されている
科目を履修することになる。
編入学試験の受験資格は理
系学部出身者ばかりでなく文
系学部出身者にも認められ
ていることから、入学前の修
得科目内容及び修得単位数
には差があるが、単位認定に
おいては区別しない。

　2年次までの配当科目のう
ち、必修科目（講義/演習68.5
単位分並びに実習4単位）分
については履修済みとして単
位を認定している。また、選
択科目については8単位を上
限として認定していることか
ら、編入時に認定される単位
数は80.5単位である。した
がって、編入生が卒業までに
修得する単位数は必修科目
と選択科目併せて138.5単位
となる。
　単位の認定に当たっては、4
月に開催される教務委員会
において協議し、最終的に同
月の教授会での審議を経て
認定される。

　文系学部出身者も含め編
入生は1〜2年次に開講され
る授業科目を受講しないこと
から、それを補う目的で以下
の様な対応を行っている。
1） 2年次までに開講された授
業を補完するために、編入生
を対象とした薬学特別演習＜
化学・物理化学系＞、薬学特
別演習＜生物・薬理系＞を3
年前期に開講し、特に基礎薬
学領域の学力向上を図って
いる。また、授業時間以外に
も各教員が個別指導を担当
している。
2) 2年次行われる基礎薬学
Ⅰ及びⅡ実習を補完するた
めに、実習を担当する教員の
研究室で編入生を対象とした
実習を3年前期に行ってい
る。
　また、編入生には一人ずつ
担任教員（すべて教授）をお
き、入学後の学業面及び生
活面でのサポート体制を組ん
でいる。

　上述のように、編入生を対
象とした補講や実習を授業時
間割に組み込んでいることや
編入生自身の努力もあり、入
学後の成績が優秀な場合が
多く見られている。しかしその
一方で、文系学部出身者の
中には基礎力が十分でない
ため、入学後の単位修得が
難しく留年に至る例も見られ
ている。この点について今後
どのように対応していくかが
課題となっている。

北海道
医療大
学

薬学科

今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法
卒業状況

編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等
指導、教育上の

配慮等
編入学生数
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 1 1 化学科 なし なし

平成22年度 7 7
応用生命工学科、臨床心理
学科、法律科、薬学科、情報
システム工学科、社会学科

なし なし

平成23年度 9 3 12

小学校教員育成課程、社会
学科、法律科、健康・スポーツ
教育科、工業化学科、経済学
科、物理学科、薬学科（2年
次）
臨床薬学科、薬学科、情報学
科（4年次）

なし なし

平成24年度 11 1 2 14

応用生命工学科、国際ファッ
ション文化学科、薬学科、地
球環境学科、人文学科、応用
分子化学科、生物生産工学
科、医学科、歯科技工士学
科、生物機能学科、社会福祉
学科（2年次）
薬学科（3年次）
薬学科、創薬学科（4年次）

なし なし

平成25年度 6 2 8

物理学科、臨床検査学科、学
校教育教員養成課程小学校
教育専攻、産業システム工学
専攻、応用化学科、応用生命
工学科（2年次）
生命薬学科（4年次）

なし なし

計 0 34 1 7 0 0 42 － － － －

平成19年度 7 7

環境土木工学科、法律学科、
英語科、建築・社会環境工学
科、食料生産科学科、応用化
学科、工学基礎学類

前期日程
学力試験（化学、英
語）、小論文、面接【5】
後期日程
学力試験（化学、英
語、数学）、面接【2】

２年次６名 ２年次１名

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 0

平成23年度 0

平成24年度 0

平成25年度 0

計 0 7 0 0 0 0 7 － － － －

単位認定は以前に在籍した
大学等における単位取得証
明書とシラバスを参考に本学
開講科目の内容とおおむね
同様のものを履修しているこ
とを調査・確認することにより
行っている。2年次編入にお
いては本学1年次開講全科目
（一般教育科目及び薬学専
門科目）の単位を最大で認定
することになる。ここで2年次
編入に際し一般教育科目（語
学、一般教育、体育等）の単
位認定については基本的に
無条件で認定する方針をとっ
ている。これは専門科目の内
容に集中して取り組んでもら
うためである。3、4年次への
編入は他大学6年制度薬学
部に3年あるいは4年以上の
在籍経験者が該当するが、こ
の場合も単位取得証明書等
を参考に単位認定している。

小論文、面接、書類審
査

青森大
学

薬学科

東北薬
科大学

薬学科

認定する単位の上限は項目5
で記したように2年次編入で
あれば1年次開講全科目の
合計単位数となる。単位認定
のための照らし合わせ作業
は薬学部教務委員会で行
い、最終的に4月の教授会で
審議して決める。認定の方法
は以前に在籍した大学等に
おける単位取得証明書・シラ
バスを参考に、本学開講科目
の内容とおおむね同様のも
のを履修・理解しているかを
調査・確認するものである。な
お2年次に編入する場合、本
学の2年次開講科目の一部
について履修している場合も
あるが、この場合は本学で再
度履修させている。3、４年次
編入においても、基本的に2
年次編入と同様の方法等を
とっている。

　編入学生には入学が決まっ
たのち「入学前教育（平成25
年度は東進ハイスクールのシ
ステムを採用）」の指定科目
を受講させる。さらに編入学
直後オリエンテーションに参
加させ今後の教務上の流れ
について学ぶ機会を持たせ
る。本学では担任制を敷き勉
学上あるいは生活面で困った
ことがあれば逐一担任教員
に相談してもらうことにしてい
る。なお講義時間帯が許せば
2年次編入生は1年次開講の
専門科目の講義を聴講する
ことができる。3年次以降も時
間的に余裕があれば同様で
ある。

　編入学生の受け入れは、能
力を持つ人材を広く受け入れ
て無駄なく育てあげるという
意味から、大学にとって非常
に重要なことである。本学の
場合大半が2年次への編入で
ある。ここには社会人経験者
が多く、大学を卒業してから5
年以上経過している場合もあ
る。このような場合、専門基
礎科目（化学、生物、物理等）
の内容を忘れていることも多
く、学部としては希望者に対し
て専門科目の基礎的内容を
編入学直後に短期間で教え
る（思い出してもらう）コースを
早急に作る必要があると考え
現在検討中である。

平成19年度に7名が編入試
験で2年次に入学し、規定上
60単位まで認定できる事に
なっている。しかし、薬学教育
の専門科目についての認定
は難しいので、教養科目に
限って認定を行う事を原則と
した。

他大学を卒業又は中途退学
し一定の単位を取得した者に
対しては、６０単位を限度とし
て認定している。認定にあ
たっては、出身大学の成績証
明書を基に担当科目教員が
面接及び書類審査し最終的
に教授会で認定した。

本学では、平成19年度に定
員に欠員が生じたため7名を
編入学させたが、文系出身者
も多いことから薬学専門科目
の基礎科目のうち数科目に
ついては、前期の講義期間
中特別な補講を実施した。こ
の補講は正規のカリキュラム
では無く担当教員の理解によ
るものである。学生も勉学意
欲充分で非常に教育効果が
上がり、１名を除き全員が卒
業している。しかし、その後入
学定員を充足しているため編
入学は実施していない。
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 0

平成20年度 4 4
歯学科、獣医学科、生物工学
科、生物学科

なし 2年次2名

平成21年度 3 3 医療薬学科、化学科、法学科 なし なし

平成22年度 7 1 8

医療薬学科、情報システム工
学科、情報数理学科、食物学
科、数理科学科、物質化学工
学科、物質工学科（２年次）
薬学科（３年次）

なし なし

平成23年度 3 5 8
経営情報学科、数理情報学
科、福祉情報学科（２年次）
薬学科５名（４年次）

なし なし

平成24年度 3 6 9

応用生物化学科、教育学科、
現代経済過程学科（２年次）
生命薬科学科５名、薬学科（４
年次）

なし なし

平成25年度 2 9 11

家政学科、国際経済学科（２
年次）
生命薬科学科5名、薬学科３
名、薬科学科（４年次）

なし なし

計 0 22 1 20 0 0 43 － － － －
平成19年度 0
平成20年度 0
平成21年度 0
平成22年度 0

平成23年度 6 6

保健学科、物質応用化学科、
文学科、コミュニケーション学
科、経済学科、精密機械工学
科

なし なし

平成24年度 9 9

フランス文学科、薬学科(4
名)、電気電子工学科、家政学
科、日本史学科、コミュニティ
デザイン学科

なし なし

平成25年度 7 7
薬学科、医療薬学科、物質工
学科、心理学科、健康科学
科、数理科学科、経営学科

なし なし

計 0 22 0 0 0 0 22 － － － －
平成19年度 0
平成20年度 0
平成21年度 0
平成22年度 0

平成23年度 1 1 2
法学科（２年次）
薬学科（３年次）

科目試験（有機化学
系・物理化学系・生化
学系・薬理学系）
面接・書類審査【1】
科目試験（化学系・生
物系）　　　　　　　面接・
書類審査【1】

なし なし

平成24年度 1 1 薬学科（３年次）
科目試験（化学系・生
物系）　　　　　　　面接・
書類審査

なし なし

平成25年度 0
計 0 1 2 0 0 0 3 － － － －

薬学関係ではない学部（主と
して文系の学部）からの編入
学生に対する化学系・生物
系・物理系の基礎科目未修
得についての指導。

日本薬
科大学

医療薬
学科

教養科目や語学系科目につ
いては、可能な限り単位認定
することとしている。専門科目
については、修得科目の内容
を詳細に検討し、単位認定す
るかどうか慎重に判断してい
る。実習系科目は、専門教育
の内容に合致するもののみ
単位認定する。受け入れ年
次については、修得単位数を
参考にしながら慎重に判断す
る。

編入学年以前の単位数のみ
認定する。単位認定の検討
は教務委員会の複数の担当
者が確認し、教務委員会での
検討を経て、教授会で審議し
ている。

アドバイザー（担任教員）に編
入学生の情報を伝え、編入
学前の履修状況、編入学に
至った経緯等を含めて担任
がきめ細かい指導を行ってい
る。また、編入学生に関する
情報は、各種会議体を通じて
全教員に伝達されており、講
義や実習を含めて円滑な学
修機会が担保できるよう配慮
している。

いわき明
星大学

薬学科

奥羽大
学

薬学科 2年次科目の出席状況・成績
が良好であること。

前項の基準を満たしている学
生に対して、教授会で審議
後、年度末に一括して1年次
配当48単位を認定している。

1年次開講科目の「化学」「物
理化学Ⅰ」「有機化学Ⅱ」を聴
講させている。また、各編入
学生にアドバイザー教員を充
て、学習状況をフォローして
いる。

小論文、面接

既修得単位の認定について
は、卒業に必要な科目に限る
ものとする。
単位の認定は定められた範
囲以内において原則として包
括認定（定められた単位数の
範囲内で科目にかかわらず
まとめて単位の認定）で行
い、必要に応じて科目認定
（他大学等で取得した単位を
本学の科目に読み替え認定）
をすることができる。

1年次は学則に定められた全
学共通教育科目についての
30単位の範囲以内において
包括認定及び科目認定す
る。
2～4年次は卒業に必要な科
目において、2年次は30単位
の範囲以内、3年次は62単位
の範囲以内、4年次は93単位
の範囲以内において包括認
定及び科目認定し、また、教
育上有益と認めるときは、科
目認定にてこの範囲を超えて
設定できる。
科目認定は既修得科目の教
育内容が本学で定める科目
名と同一であり、単位数にお
いても同一であると判断でき
る場合は認定する。複数の既
修得科目及びその単位数を
合わせることにより、本学で
定める科目名の科目と教育
内容が同一となり、単位数に
おいても同一となると判断さ
れ、かつ、教育上有益である
と認められるときは、認定す
る。

学年主任が中心となり、科目
担当教員へ科目認定した科
目についての履修内容が把
握されているかの確認を行
い、編入学生のフォローを
行っている。

面接、書類審査

学力検査（英語、数
学、化学）、小論文、面
接、書類審査
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 0

平成23年度 2 2 薬学科、海洋自然科学科
科目試験（化学系・生
物系）　　　　　　　面接・
書類審査

平成24年度 0

平成25年度 0

計 0 2 0 0 0 0 2 － － － －

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 0

平成23年度 0

平成24年度 2 2 薬学科、ビジネス学科
科目試験（化学系・生
物系）
面接・書類審査

なし なし

平成25年度 0

計 0 2 0 0 0 0 2 － － － －

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 1 1 2
薬学科(２年次)
医療薬学科(４年次)

なし ４年次１名

平成23年度 2 4 6
情報工学科、医学科（２年次）
薬科学科３名、薬学科(４年
次)

なし なし

平成24年度 1 1 2
医療薬学科(２年次)
生命創薬学科（４年次）

なし なし

平成25年度 2 6 8

薬科学科２名（３年次）
生命薬科学科２名、生命創薬
科学科２名、薬科学科、薬学
科（４年次）

なし なし

計 0 4 2 12 0 0 18 － － － －

編入学年以前の単位数のみ
認定する。単位認定の検討
は教務委員会の複数の担当
者が確認し、教務委員会での
検討を経て、教授会で審議し
ている。

アドバイザー（担任教員）に編
入学生の情報を伝え、編入
学前の履修状況、編入学に
至った経緯等を含めて担任
がきめ細かい指導を行ってい
る。また、編入学生に関する
情報は、各種会議体を通じて
全教員に伝達されており、講
義や実習を含めて円滑な学
修機会が担保できるよう配慮
している。

書類審査、科学基礎テ
スト（数学Ⅰ、化学Ⅰ、
生物Ⅰから各２題、計
６題の出題より４題を
自由選択）、小論文、
面接

日本薬
科大学

漢方薬
学科

教養科目や語学系科目につ
いては、可能な限り単位認定
することとしている。専門科目
については、修得科目の内容
を詳細に検討し、単位認定す
るかどうか慎重に判断してい
る。実習系科目は、専門教育
の内容に合致するもののみ
単位認定する。受け入れ年
次については、修得単位数を
参考にしながら慎重に判断す
る。

編入学年以前の単位数のみ
認定する。単位認定の検討
は教務委員会の複数の担当
者が確認し、教務委員会での
検討を経て、教授会で審議し
ている。

アドバイザー（担任教員）に編
入学生の情報を伝え、編入
学前の履修状況、編入学に
至った経緯等を含めて担任
がきめ細かい指導を行ってい
る。また、編入学生に関する
情報は、各種会議体を通じて
全教員に伝達されており、講
義や実習を含めて円滑な学
修機会が担保できるよう配慮
している。

城西国
際大学

医療薬
学科

編入学前に取得済み（見込
みを含む）の単位について、
科目名・科目内容と成績を確
認し、シラバス等に従って読
み替え可能性を検討する。原
則として、他大学で認定され
ている単位を、成績の基準に
照らして、未修得とすることは
ない。本学の学年進行に照ら
し合わせた際に、学年ごとの
未修得科目数が4つ以上にな
らないことを勘案し、編入学
年次を設定する。編入可能な
最高学年は4年次であり、編
入学年次以降に配当される
科目は原則履修するものとし
ている。

上記５の検討結果と入学時
点での単位修得済み科目を
もとに、編入学が認められた
学生について、教授会にて単
位認定を承認する。認定する
単位数の上限は特に設けて
いない。

編入学後には、学年ごとの教
科ガイダンスにて、教育の全
体像、教育方針などを示して
いる。またアドバイザー・アド
バイジー制度により、個別の
履修内容を伝達し、履修登録
に不備のないようにしてい
る。編入学した後に、下位学
年の科目履修が必要な場合
には、履修に無理が生じない
ように時間割等の配置を配慮
する場合もある。その後も、ア
ドバイザー教員、教務担当教
員、学部事務が、必要に応じ
て対処し、編入学による不当
な不利益のない状況を構築し
ている。

日本薬
科大学

薬学科 教養科目や語学系科目につ
いては、可能な限り単位認定
することとしている。専門科目
については、修得科目の内容
を詳細に検討し、単位認定す
るかどうか慎重に判断してい
る。実習系科目は、専門教育
の内容に合致するもののみ
単位認定する。受け入れ年
次については、修得単位数を
参考にしながら慎重に判断す
る。
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 1 2 3
薬科学科（４年次）、薬学科（３
年次）

なし ４年次２名

平成23年度 8 8 薬科学科（４年次） なし なし

平成24年度 0

平成25年度 1 1 薬科学科（４年次）

計 0 0 1 11 0 0 12 － － － －

平成19年度 0

平成20年度 3 3
バイオサイエンス学科、経済
学科、化学科(2年次)

なし ２年次１名

平成21年度 1 1 薬学科(2年次) なし なし

平成22年度 1 1 薬学科(2年次) なし なし

平成23年度 0

平成24年度 1 1 物質応用化学科(2年次) なし なし

平成25年度 0

計 0 6 0 0 0 0 6 － － － －

平成19年度 3 3
物質生物工学科、応用化学
科、化学科（2年次）

編入学試験
一次試験　書類選考
二次試験　英語・数
学・化学の基礎的事項
の筆記テスト、小論
文、面接

２年次３名 なし

平成20年度 0

平成21年度 1 1 薬学科（2年次） なし なし

平成22年度 2 2
物質生命理工学科、生命薬
科学科（2年次）

なし なし

平成23年度 1 1 医学科（2年次） なし なし

平成24年度 1 1 放射線学科（2年次） なし なし

平成25年度 2 2 化学科、生命科学科（2年次） なし なし

計 0 10 0 0 0 0 10 － － － －

認定する単位の上限は30単
位。薬学部の教務部会（薬学
部の教務案件を扱う部会）
で、シラバスを基に審査す
る。

薬学部１年次の必修科目の
履修方法について個別に指
導している。

平成２７年度から、６年制薬
学教育のカリキュラムの改訂
が予定されているが、改訂カ
リキュラムでは、１年次からの
順次・体系的履修や、繰り返
しによる履修によって薬剤師
としての資質を備えることが
大切な目標とされている。ま
た、高学年で未修得単位を取
得することは単位制の考え方
でもあり、学年制を採用して
いる薬学教育にはなじまな
い。従って、平成２７年度以降
においては、他薬系大学から
の編入希望者を除き、編入学
は縮小する方向で考えてい
る。

東邦大
学

薬学科 編入学の入学年次は2年次
のみであり、薬学部1年次の
必修科目に相当する単位を
取得した者（取得見込みの者
を含む）を出願資格の条件と
している。

1年次の必修科目については
出願時に入学試験委員会・
教務委員会で検討し、全科目
の単位認定を行う。
選択科目や2年次必修科目
については、入学後に、単位
認定申請書を成績証明書や
シラバスと共に提出し、教務
委員会で認められた場合に
単位認定を行う。

編入学生に限らず全学生に
担任を割りあて、個別に指
導・相談できる体制にしてい
る。

講義内容が、本学における開
講科目の内容に準ずると認
められ、かつ、本学の該当科
目の所定の単位数以上を修
得している場合（修得してい
るとみなされる場合を含む。）
に限り、本学で開講されてい
る授業科目の単位として認定
することができる。

・認定する単位の上限は設け
ていない。
・当該授業科目を担当する教
員を中心に当該学生の所属
する学科が審査を行う。
・審査結果を当該学生の所属
する学部の教授会において
審議し、認定を行う。

学力試験（薬学教育モ
デルコアカリキュラム
に準ずる内容）

【平成19年度～平成24
年度入試】
・書類選考
・学力試験（英語・数
学・生物・化学より3科
目選択）
・面接

編入学試験
一次試験　書類選考
二次試験　英語・数
学・化学の基礎的事項
の筆記テスト、小論
文、面接

帝京平
成大学

薬学科 本薬学部では、２年次への編
入を行っている。既修得単位
の認定は、希望学生が在籍
していた大学のシラバスの内
容を精査し可否を決定してい
る。６年制薬学部１年次に配
当されている必修科目（例え
ば薬学への招待、早期体験
学習、及び本学の全学科共
通必修科目であるフレッシュ
セミナ－科目など）について
は、２年次以降に修得が可能
であるか審査している。

千葉科
学大学

薬学科
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 6 6
短期大学部応用化学科（２年
次）

２年次４名 ２年次２名

平成20年度 2 2
短期大学部応用化学科（２年
次）

なし ２年次２名

平成21年度 1 1
短期大学部応用化学科（２年
次）

なし なし

平成22年度 1 1
短期大学部応用化学科（２年
次）

なし なし

平成23年度 1 1
短期大学部応用化学科（２年
次）

なし なし

平成24年度 1 1
短期大学部応用化学科（２年
次）

なし なし

平成25年度 1 1
短期大学部生命・物質化学科
（２年次）

なし なし

計 0 13 0 0 0 0 13 － － － －

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 0

平成23年度 1 1 薬科学科（学士入学） なし なし

平成24年度 1 1 薬科学科（学士入学） なし なし

平成25年度 1 1 薬科学科（学士入学） なし なし

計 0 0 0 3 0 0 3 － － － －

平成19年度 2 2 経済学科、化学科（２年次） ２年次２名 なし

平成20年度 5 5

口腔保健学科、森林資源科
学科、物質生物科学科、物質
生物科学科、人文社会学科
（２年次）

なし ２年次３名

平成21年度 3 3
生命理学科、観光学科、薬学
科（2年次）

なし なし

平成22年度 2 2
経済学科、管理工学科（2年
次）

なし なし

平成23年度 4 4
理工学研究科、法学科、応用
物理学科、数学科（2年次）

なし なし

平成24年度 3 3
商学科、生物生産科学科、経
済学科（2年次）

なし なし

平成25年度 1 1 環境科学研究科（2年次） なし なし

計 0 20 0 0 0 0 20 － － － －

学力試験（化学、英
語、数学）、小論文、面

接、書類審査

北里大
学

薬学科 ●単位認定の考え方：
教育上有益と認めるときは、
学生が本大学に入学する前
に大学又は短期大学におい
て履修した授業科目について
修得した単位を、本大学に入
学した後の本大学における授
業科目の履修により修得した
ものとみなすことができる（学
則第23条）
●単位認定の基準：
入学時に他大学で修得した
単位に係る成績証明書又は
単位取得証明書を提出させ、
科目ごとに本学部の開講科
目と内容を比較する。

●認定する単位の上限：60単
位
●単位認定を行う組織：教授
会
●認定の方法：
入学時に他大学で修得した
単位に係る成績証明書又は
単位取得証明書、およびシラ
バスの写を提出させ、科目ご
とに本学部の開講科目と内
容を比較し、認定の可否を教
授会で審議する。

日本大
学

薬科 出身学科の修得科目と本学
部の設置科目の内容を比較
認定。

上限は定めていない。学務委
員会で選定し、教授会で承
認。

編入学時に履修方法等につ
いて個別のガイダンスを行
う。

１年次から必修科目が配置さ
れているので、無理なく履修
できるよう時間割編成に工夫
が必要。

書類選考、面接

他学部履修や聴講生などの
制度により、入学前に履修し
た本学部授業科目の単位を
認定する。

他学部履修や聴講生などの
制度により、入学前に履修し
た本学部授業科目の単位
を、教授会において認定す
る。

特に無し。東京大
学

薬学科 本研究科の修士課程または
博士課程を修了し、かつ事前
学習、共用試験、長期実務実
習以外のモデルコアカリキュ
ラムに対応した授業科目を履
修したものについては、５年
次に編入させることを検討中
である。

面接、書類審査
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 0

平成20年度 1 1 2

衛生薬学科中退（2年次）
理工学研究科応用化学専攻
大学院博士前期課程修了者
（3年次）

なし ２年次１名

平成21年度 2 1 3

文学研究科比較文明学専攻
大学院修了者、管理工学科
（2年次）
薬学科（3年次）

なし ３年次１名

平成22年度 1 2 3
生物生産環境学科（2年次）
先端科学技術大学院修了
者、物質生物科学科（3年次）

なし なし

平成23年度 1 1 生命創薬科学科（3年次） なし なし

平成24年度 1 1 生物資源科学科（3年次） なし なし

平成25年度 1 1 2
電子工学科（2年次）
医学研究科医科学専攻大学
院修了者（3年次）

なし なし

計 0 5 7 0 0 0 12 － － － －

平成19年度 0

平成20年度 1 1 医療薬学科（２年次） なし ２年次１名

平成21年度 2 2
健康薬学科、健康薬学科（２
年次）

なし なし

平成22年度 0

平成23年度 2 1 3
生物学科、応用化学科（２年
次）
薬学科（３年次）

なし なし

平成24年度 2 1 3
応用化学科、健康薬学科（２
年次）
薬学科（４年次）

なし なし

平成25年度 1 1 2
基礎生命化学科（３年次）
創薬科学科（４年次）

なし なし

計 0 7 2 2 0 0 11 － － － －

健康薬
学科

本学は、学部に欠員がある場
合に限り、教授会の議を経て
編入学を許可しています。出願
資格は次のいずれかに該当す
る者としています。
　（１）　大学を卒業し学士の称
号および学位を有する者およ
び卒業見込みの者
　（２）　短期大学、高等専門学
校を卒業した者としています。
　編入学年は　（１）　に該当す
る者で原則として３年次以下、
ただし４年制薬学部を卒業し、
学士を有する者または卒業見
込みの者は４年次以下（２）　に
該当する者は原則として２年次
以下を基本としています。
　編入学の可否は、約７５％の
既修得科目、単位数を保有し、
希望する編入学年次の認定試
験に合格することを必要として
います。既修得科目の本学科
目との互換性や、既修得単位
数によっては、希望する年次よ
り低い年次への編入学となりま
す。

　既修得科目、単位数として
申請のあった本学科目は、該
当科目の教員が科目内容の
共通性、互換性および教育
上の有益性を検討し認定の
可否を審査しますが、認定す
る単位数の上限は、在学年を
通し最大でも６０単位以下とし
ます。またこの認定において
修業年限の短縮は行いませ
ん。

単位認定の審査結果が確実
になるまで該当科目を受講さ
せています。書類審査での可
否が困難な場合、面接、口頭
試問、場合により簡単な筆記
試験を実施し可否を決定して
います。
　また認定科目の成績評価、
単位認定は学年修了時点で
行い、出身大学の成績評価
の平均値を充当し換算してい
ます。
　希望すれば認定科目を受
講することはできます。（履修
登録はできません）

本学は、先述のとおり、学部
に欠員がある場合に限り、教
授会の議を経て編入学を許
可しています。そのため公募
による編入学制度はなく、人
数も少ないことから、あくまで
例外的な制度として維持して
おり、編入学生にとって特別
に優遇される定型プログラム
はありません。

明治薬
科大学

薬学科 （１）編入年次の前学年次ま
でに履修する必修科目の単
位は全て認定する。
（２）上記以外の科目の認定
を受けようとする場合は、指
定期日迄に単位認定願を出
身校の学業成績証明書を添
えて願い出なければならな
い。

編入年次の前学年次までに
履修する必修科目以外の認
定単位数上限は、６０単位を
越えない範囲であり、申請が
あれば教授会の議を経て、学
長が認定する。

編入年次の前学年次までに
履修する必修科目は単位認
定されるが、編入学生が希望
すれば当該講義の聴講を可
能な限り認めている。

学力試験（英語、数
学、化学）、個別面接、
書類審査

学力試験（化学、生
物、薬学総合）、
小論文、面接、書類審
査

学力試験（化学、生
物、薬学総合）、
小論文、面接、書類審
査

横浜薬
科大学
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 0

平成20年度 2 2
化学科（２年次）
生命バイオ工学科（３年次）

学力試験（化学、生
物、薬学総合）、
小論文、面接、書類審
査

なし ２年次１名

平成21年度 0

平成22年度 1 2 3
薬学科（２年次）
医療薬学科、薬学科（３年次）

学力試験（化学、生
物、薬学総合）、
小論文、面接、書類審
査

なし なし

平成23年度 0

平成24年度 0

平成25年度 1 1 創薬科学科（４年次）

学力試験（化学、生
物、薬学総合）、
小論文、面接、書類審
査

なし なし

計 0 3 2 1 0 0 6 － － － －

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 1 1 漢方薬剤科（２年次） なし なし

平成22年度 1 1 農芸化学科（２年次） なし なし

平成23年度 1 1 薬学科（２年次） なし なし

平成24年度 2 1 3
バイオサイエンス学科、薬学
科（２年次）
中薬課（３年次）

なし なし

平成25年度 2 2 中薬課、薬学科（３年次） なし なし

計 0 5 3 0 0 0 8 － － － －

本学は、先述のとおり、学部
に欠員がある場合に限り、教
授会の議を経て編入学を許
可しています。そのため公募
による編入学制度はなく、人
数も少ないことから、あくまで
例外的な制度として維持して
おり、編入学生にとって特別
に優遇される定型プログラム
はありません。

横浜薬
科大学

臨床薬
学科

　本学は、学部に欠員がある
場合に限り、教授会の議を経
て編入学を許可しています。出
願資格は次のいずれかに該当
する者としています。
（１）大学を卒業し学士の称号
および学位を有する者および
卒業見込みの者
（２）短期大学、高等専門学校
を卒業した者としています。
　編入学年は
（１）に該当する者で原則として
３年次以下、ただし４年制薬学
部を卒業し、学士を有する者ま
たは卒業見込みの者は４年次
以下
（２）に該当する者は原則として
２年次以下を基本としていま
す。
　編入学の可否は、約７５％の
既修得科目、単位数を保有し、
希望する編入学年次の認定試
験に合格することを必要として
います。既修得科目の本学科
目との互換性や、既修得単位
数によっては、希望する年次よ
り低い年次への編入学となりま
す。

　既修得科目、単位数として
申請のあった本学科目は、該
当科目の教員が科目内容の
共通性、互換性および教育
上の有益性を検討し認定の
可否を審査しますが、認定す
る単位数の上限は、在学年を
通し最大でも６０単位以下とし
ます。またこの認定において
修業年限の短縮は行いませ
ん。

単位認定の審査結果が確実
になるまで該当科目を受講さ
せています。書類審査での可
否が困難な場合、面接、口頭
試問、場合により簡単な筆記
試験を実施し可否を決定して
います。
　また認定科目の成績評価、
単位認定は学年修了時点で
行い、出身大学の成績評価
の平均値を充当し換算してい
ます。
　希望すれば認定科目を受
講することはできます。（履修
登録はできません）

本学は、学部に欠員がある場
合に限り、教授会の議を経て
編入学を許可しています。出願
資格は次のいずれかに該当す
る者としています。
　（１）　大学を卒業し学士の称
号および学位を有する者およ
び卒業見込みの者
　（２）　短期大学、高等専門学
校を卒業した者としています。
　編入学年は　（１）　に該当す
る者で原則として３年次以下、
ただし４年制薬学部を卒業し、
学士を有する者または卒業見
込みの者は４年次以下（２）　に
該当する者は原則として２年次
以下を基本としています。
　編入学の可否は、約７５％の
既修得科目、単位数を保有し、
希望する編入学年次の認定試
験に合格することを必要として
います。既修得科目の本学科
目との互換性や、既修得単位
数によっては、希望する年次よ
り低い年次への編入学となりま
す。

　既修得科目、単位数として
申請のあった本学科目は、該
当科目の教員が科目内容の
共通性、互換性および教育
上の有益性を検討し認定の
可否を審査しますが、認定す
る単位数の上限は、在学年を
通し最大でも６０単位以下とし
ます。またこの認定において
修業年限の短縮は行いませ
ん。

単位認定の審査結果が確実
になるまで該当科目を受講さ
せています。書類審査での可
否が困難な場合、面接、口頭
試問、場合により簡単な筆記
試験を実施し可否を決定して
います。
　また認定科目の成績評価、
単位認定は学年修了時点で
行い、出身大学の成績評価
の平均値を充当し換算してい
ます。
　希望すれば認定科目を受
講することはできます。（履修
登録はできません）

本学は、先述のとおり、学部
に欠員がある場合に限り、教
授会の議を経て編入学を許
可しています。そのため公募
による編入学制度はなく、人
数も少ないことから、あくまで
例外的な制度として維持して
おり、編入学生にとって特別
に優遇される定型プログラム
はありません。

学力試験（化学、生
物、薬学総合）、
小論文、面接、書類審
査

横浜薬
科大学

漢方薬
学科
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 0

平成20年度 2 2
工学部機械システム工学科、
生活科学部生活文化学科

基礎学力調査（外国語
または数学、及び化
学）、小論文、面接、書
類審査

なし ２年次１名

平成21年度 0

平成22年度 3 3
工学部応用化学科、理学部
生命理学科、応用生命科学
部食品学科

なし なし

平成23年度 3 3
工学部電子システム工学科、
理学部情報科学科、薬学部
薬学科

なし なし

平成24年度 3 3

食品栄養科学部食品学科、
経済学部第１部経済学科、医
学部保健学科検査技術科学
専攻

なし なし

平成25年度 2 2
応用生命科学部応用生命科
学科、応用生命科学部応用
生命科学科

なし なし

計 0 13 0 0 0 0 13 － － － －

新潟薬
科大

薬学科 入学後次年次への進級に支障
がないよう、入学試験合格後
（入学前）に、編入年次を決定し
ている。現在2年次への受入れ
のみであるが、2年次への進級
要件（必修科目の未修得単位数
が5単位を超えた場合は進級で
きない）及び卒業要件の一部
（教養選択科目3単位以上修得）
と照らして、必修科目29単位中
23単位以上、教養選択科目1単
位以上を履修済みとして認定で
きる場合に、2年次への編入を
認めている。
履修済みか、否かの判定基準
（履修認定基準）は、①本学部
科目と前所属学部における既修
得科目のシラバス記載の授業
計画のうち7割以上の授業にお
いて授業内容の一致がみられる
科目であること、または②本学
部科目と前所属学部における既
修得科目のシラバス記載の学
習到達目標（SBOs）のうち7割以
上のSBOsにおいて一致が見ら
れることとする。本学部履修規
程で、定期試験の受験資格を3
分の2以上の授業の出席と規定
していることから、単位認定試験
受験資格、すなわち履修認定基
準で7割以上と定めている。
編入学後に、履修認定科目につ
いて学力検査を行い、60％以上
の得点で合格とし、単位認定す
る。
認定基準に達しず、単位認定さ
れなかった科目については、再
履修して修得しなければならな
い。
結果的に、知識に関する学習領
域と技能に関するものの一部に
ついては履修認定・単位認定を
し、態度の学習領域に関する授
業や薬学準備教育に関する授
業は入学後に履修することとな
る。

教務委員会において、提出さ
れた既修得科目のシラバスと
本学部シラバスを照らし合わ
せて、教授会で決定された前
述の履修認定基準に従って、
編入年次を判定する。その後
教授会に諮り決定する。
単位の認定は、科目担当教
員が試験（実技試験等を含
む）を行い判定する。その後、
教務委員会及び教授会の議
を経て決定する。

履修認定されなかった1年次
科目については、当該学生の
授業の行われていない時間
に、集中講義形式等で別途
授業を行う。また、入学後に
別途受講が難しい実習科目
等については、入学前の春休
みに実習を行うなど、2年次に
未履修の科目がないよう配
慮している。
履修認定された科目及び単
位認定された科目について
も、時間に余裕がある場合
は、積極的に聴講するよう指
導している。また、本人の希
望があれば、単位認定された
科目についても再履修を認め
ている。

基礎学力調査（外国語
または数学、及び化
学）、小論文、面接、書
類審査
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 3 3
史学科、水産学科、応用生物
科学科

学力試験（英語、数学
および理科）小論文、
面接

２年次１名 なし

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 0

平成23年度 3 3
アジア太平洋マネジメント学
科、応用化学科、キャリアデ
ザイン学科

学力試験（英語、数学
および理科）小論文、
面接

なし なし

平成24年度 0

平成25年度 1 1 臨床薬学科
学力試験（英語、数学
および理科）小論文、
面接

なし なし

計 0 7 0 0 0 0 7 － － － －

平成19年度 0
平成20年度 0

平成21年度 1 1 創薬科学科

学力試験（英語<薬学
英語>専門科目
＜有機化学、生化学、
物理化学、薬理学、生
薬学から3科目選択＞
面接

なし なし

平成22年度 0
平成23年度 0
平成24年度 0

平成25年度 2 2 創薬科学科

学力試験（英語<薬学
英語>専門科目
＜有機化学、生化学、
物理化学、薬理学、生
薬学から3科目選択＞
面接

なし なし

計 0 0 0 3 0 0 3 － － － －
平成19年度 0

平成20年度 1 1 工学部機械系学科

学力試験（基礎有機化
学・基礎生物学・基礎
化学・英語・数学）、面
接

なし なし

平成21年度 0

平成22年度 1 1 工芸科学部応用生物学課程

学力試験（基礎有機化
学・基礎生物学・基礎
化学・英語・数学）、面
接

なし なし

平成23年度 0

平成24年度 8 8 薬学部薬科学科 面接 なし なし

平成25年度 1 1 理工学部応用科学科

学力試験（基礎有機化
学・基礎生物学・基礎
化学・英語・数学）、面
接

なし なし

計 0 3 0 8 0 0 11 － － － －

編入前の大学で取得した単
位の講義科目で、本学薬学
部の講義科目に該当するも
のがあるか、確認し、選定す
る。該当科目がある場合、そ
の科目について、本学薬学部
担当教員がシラバスをみて講
義内容を確認する。講義内容
が十分充足されている講義
科目については、本学薬学部
教務委員会の議を経て、教
授会で承認された後、単位認
定する。

単位認定された講義科目で
あっても、日程的に受講可能
であれば復習を兼ねて受講
するよう指導してる。また、で
きるだけはやく、本学に慣れ
るよう支援するとともに積極
的に学友を作るよう指導して
いる。

大学によっては、一般入試よ
り編入学試験の方が合格し
やいケースがあり、編入学制
度を難関大学に入学するた
めの手段（受験の1つ）として
活用している受験生がいるこ
とから、編入学制度が本来の
目的から逸脱しはじめている
点が問題である。

金城学
院大学

薬学科 単位認定には、特定認定と一
括認定とがあり、共通教育科
目は、卒業に必要な最低修
得単位数を上限に、原則各
科目区分ごとに一括認定とす
る。専門教育科目は授業内
容、授業時間数、単位数に基
づき特定認定する。学部の判
断により、一括認定することも
可能。

認定単位数の上限は110単
位。学科教務委員会が単位
認定案を作成し、教授会で審
議・承認する。

編入学する学年より下級学
年において未修得の科目が
あり、当該学年の科目と時間
割が重複する場合は、当該
科目を特別開講し、対応す
る。

愛知学
院大学

医療薬
学科

編入前の大学で取得した単
位の講義科目が、本学の講
義科目と一致する場合は、講
義内容を確認した上で、単位
を認める。

当該学生のシラバス、成績証
明書により授業内容、単位数
を確認の上、本学の読み替
え科目の担当者の意見を付
けて教授会で審議し認定す
る。認定単位に上限を設けて
いない。

編入時に読み替えができな
かった科目が下位年次科目
で現年次の科目と履修時間
帯が重複する際は個別指導
を行っている。

大阪薬
科大学

薬学科 大学、短大、高専で修得した
単位を本学の科目に読み替
え認定している。
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 2 2 英語英文学科、法律学科 なし １年次２名

平成20年度 1 1 分子生命科学科 なし ２年次１名

平成21年度 0

平成22年度 2 2 保健学科、ロシア学科 なし なし

平成23年度 1 1 創薬科学科 なし なし

平成24年度 1 1 2
生命科学科（2年次）
生物情報科学科（3年次）

書類（各種証明書）審
査、筆記試験（編入希
望年次別）
出題科目：「物質の構
造」「薬学と有機化学」
「個体と細胞」の3科目
（ただし、「薬学の基礎
としての生物」の内容
を含む）、各科目から1
問ずつ計3問出題。【1】
出題科目：「物性薬学
科目群」「分子薬学科
目群」「生命薬学科目
群」の3科目群6科目、
各科目群から1問ずつ
計3問出題。【1】

なし なし

平成25年度 0
計 2 4 2 0 0 0 8 － － － －

平成19年度 0
平成20年度 0

平成21年度 3 3
教育学部、機械工学科、建築
学科

なし なし

平成22年度 1 1 薬学科 なし なし

平成23年度 10 10

英語学科、国際資源管理学
科、神学部、バイオサイエンス
学科、電気工学科、国際文化
学科、応用数学学科、建築学
科、法学部、法律学科

なし なし

平成24年度 2 4 6

英語英米文学科、国際経営
学科（２年次）
総合科学科、物質科学科、創
薬科学科、生物資源学科（３
年次）

なし なし

平成25年度 2 2 4
人間社会学科、医学科（２年
次）
生物工学科（３年次）

なし なし

計 0 18 6 0 0 0 24 － － － －

神戸学
院大学

薬学科 学部教授会にて決定。 ●2年次生への編入学者
①「共通教育科目」から12単
位を一括認定。
②1年次配当の「基礎教育科
目」より7.5単位、「専門教育
科目」より必修科目7.5単位・
その他の科目12単位（「生と
死」を除く）、合計27単位を一
括認定。
●3年次生への編入学者
①「共通教育科目」から12単
位を一括認定。
②1年次配当の「基礎教育科
目」より8単位（「早期や意見
学習」を除く）、「専門教育科
目」より必修科目4単位・その
他の科目16単位（「生と死」を
除く）、合計28単位を一括認
定。
③2年次配当の「基礎教育科
目」より2単位、「専門教育科
目」より必修科目10単位・そ
の他の科目20単位、合計32
単位を一括認定。

特段なし。（新入生と新入生
ガイダンスの一部を受けても
らう程度）

書類（各種証明書）審
査、筆記試験（英語、
化学）、面接

書類（各種証明書）審
査、筆記試験（1年次お
よび2年次配当科目の
「専門教育科目」すな
わち下記の3科目群
「物性薬学科群」「分子
薬学科目群」「生命薬
学科目群」から各1科
目の3科目。）

出身大学で修得した単位を
上限とし、薬学部教授会で単
位認定を行います。
各学年において、一括認定に
加えて個別認定も行います。
２年次：１年次配当科目等（４
５単位）を一括認定します。
３年次：１、２年次配当科目等
（６２単位）を一括認定しま
す。ただし生薬学、公衆衛生
学Ⅰ、疾患薬理学Ⅰ（心臓・
呼吸器系疾患等）は除きま
す。
４年次：１、２、３年次配当科
目等（１１７単位）を一括認定
します。

①　入学後の学習がスムー
スに行えるよう編入学生向け
のガイダンスを行い、担任教
員も個別に指導する。
②　２年次学生には１年次配
当科目の履修を可能とする。
③　３年次学生には１、２年次
配当科目の履修を可能とす
る。
④　４年次学生には１、２、３
年次配当科目の履修を可能
とする。

現時点で特に課題等はあり
ません。

学力試験（化学）、論
文、面接

姫路獨
協大学

医療薬
学科

本学では単位一括認定を行
う事により、大学、短期大学、
高等専門学校等を卒業ある
いは卒業見込みの者に、出
身校の学部・学科や分野を問
わず編入学出願資格を認め
ています。また、一括認定に
加えて、出身校において修得
した単位を可能な限り個別に
認定します。これは薬剤師資
格取得を希望する者に、本学
薬学部での学習機会を広く与
えるためのものです。
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 0
平成20年度 0
平成21年度 0

平成22年度 4 2 6

幼稚園教諭養成課程・専攻学
科、臨床工学専攻、地球科学
科、生命環境学科（2年次）
薬学部共通学科、薬学科（3
年次）

なし なし

平成23年度 1 2 1 4
電子情報工学科（2年次）
薬学科、生物科学（3年次）
薬学科（4年次）

なし なし

平成24年度 4 3 1 8

応用科学科、政治学科、地域
文化学科、観光学科（2年次）
環境数理学科、健康科学・看
護学科、医療薬学科（3年次）
薬学科（4年次）

なし なし

平成25年度 3 2 1 6

情報工学科、教育学部研究
科、＜高専＞物質工学科（2
年次）
農学部、水産科（3年次）
薬学科（4年次）

なし なし

計 0 12 9 3 0 0 24 － － － －
平成19年度 0
平成20年度 0

平成21年度 1 1 放射線技術学科
学力試験（物理、化
学、生物）、面接、書類
審査

なし なし

平成22年度 1 1 1 3
機械航空工学科(2年次)
漢方薬学科(3年次)
創製薬科学科(4年次)

学力試験（物理、化
学、生物）、面接、書類
審査【１】
面接、書類審査【２】

なし ４年次１名

平成23年度 2 2 4
薬学科，漢方薬学科(2年次)
薬学科，薬学科(3年次)

なし なし

平成24年度 1 1 薬学科 なし なし

平成25年度 2 2 薬学科，臨床薬学科 なし なし

計 0 4 3 4 0 0 11 － － － －

就実大
学

薬学科 編入学の場合と同様に、異な
る分野での学修状況と広い
教養・経験を得ていることを
評価する。しかし、本学では
現在のところ理系学部は薬
学部のみであるため、教養科
目・外国語科目について、所
定単位数が既修得であれば
卒業要件を包括認定すること
となる。

本学の転学部は教養科目・
外国語科目の認定のみにな
ると考えられることから、認定
単位の上限は、既修得単位
数並びに教養・外国語科目の
進級要件単位数により決ま
る。
　単位認定は、全学教務委員
を含む薬学部教務関連委員
会で検討し、全学教務委員
会、薬学部教授会を経て決
定される。

転入した学生の担任教員を
中心に学修状況や成績を定
期的に確認し、必要があれば
補講・課題等の対応を行う。

本学では、薬学部のみが理
系学部であり、他学部の専門
科目の認定は困難であると
考えられる。転学部を希望す
る学生がいても教養・外国語
科目のみしか認定できないこ
とから、１年次専門科目の認
定ができないため、１年次に
編入もしくは２年次仮進級と
いう扱いになると思われる。こ
れまで薬学部への転学部希
望者は出ていないが、文系学
部からの２年次編入学は４年
制卒業を条件としていること
から、これとの整合性につい
ても今後検討する必要があ
る。

学科試験（化学・生物・
英語）面接・書類審査

これまで在籍していた学校で
単位を取得した科目のシラバ
ス記載内容と完全に、あるい
はほぼ合致する福山大学薬
学部のシラバス記載内容の
科目について単位を認定して
いる。その結果の単位取得状
況により編入学してくる学年
を決定している。

これまで在籍していた学校で
単位を取得した科目の成績
（優、良、可など）と同じ成績
で単位を認定している。また、
編入してくる学年より低学年
の配当科目については、原則
的にすべて単位を取得してい
るものとする一括認定をして
いる。単位は学部教授会で審
議のうえ全学教務委員長に
上申し認定される。

これまで在籍していた学校の
成績票を考慮して、編入学年
が福山大学薬学部の学生と
比較して、理解度が低いと考
えられる科目内容については
担任と科目担当教員等が協
力して勉学方法などを指導し
ている。

平成27年度から実施される
薬学教育モデル・コアカリキュ
ラムの中で、各大学が独自に
実施するアドバンス科目を、
編入してくる学生にどのよう
に単位認定していくかが今後
の課題である。

面接、書類審査

福山大
学

薬学科
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 0

平成20年度 11 11

工学部冶金学科、農学部食
品栄養学科、理学部生物地
球圏学科、理工学部バイオサ
イエンス学科、教養学部、商
経学部経営学科、医学部生
命科学科、薬学部薬学科、機
械工学科

３年次７名 なし

平成21年度 4 5 9

農学生命科学部地球環境科
学科、文芸学部文学科、社会
学部社会学科、生物理工学
部(2年次)
応用社会学科、法文学部、農
学部生命環境学科、薬学部
薬学科、工学部電気電子ｼｽﾃ
ﾑ工学科(3年次)

なし ３年次４名

平成22年度 2 7 3 12

獣医畜産学部生物生産環境
学科、薬学部薬学科(2年次)
理工学部物質理工学科、工
学部生物工学科、教養学部、
薬学部薬学科、情報理工学
部生命情報学科(3年次)
薬学部創薬科学科、薬学部
健康生命薬科学科(4年次)

なし ４年次３名

平成23年度 1 4 3 8

薬学部医療薬学科(2年次)
薬学部薬学科、生物資源科
学部生態環境科学科、生命
環境学部生命科学科、理学
部物理学科(3年次)
薬学部創製薬科学科、薬科
学科(4年次)

なし なし

平成24年度 4 7 11

薬学部薬学科、薬学部創薬
科学科、医学部保健学科(3年
次)
薬学部創薬科学科、薬学部
創製薬科学科(4年次)

なし なし

平成25年度 3 3 10 16

物質理工学科、経済学部経
済学科、食文化学部栄養学
科(2年次)
スポーツ健康科学部、生物資
源学部資源循環学科、工学
部化学応用工学科(3年次)
薬学部創薬科学科、薬学部
創製薬科学科(4年次)

なし なし

計 0 10 34 23 0 0 67 － － － －

徳島文
理大学

薬学科 編入試験に合格した編入生
が既に他教育機関で修得し
た単位の認定（読み替え）
は、編入した学年までに本学
で開講された科目について読
み替えることができる。編入し
た学年以降に開講される科
目は認定せず、履修しなけれ
ばならない。単位認定は、シ
ラバスの内容の検討、比較な
どにより、認定案を作成し、編
入学後に編入生担当教務委
員が、編入生に他教育機関
で修得した科目の内容につ
いて聞き取り調査を行い、単
位認定可能な科目を決定す
る。単位認定不可で在学中
履修できない科目の単位は、
補講を受講し試験に合格す
れば、修得できる。

2年次編入生の認定単位の
上限は、1年次に修得できる
単位数、3年次編入生の認定
単位の上限は、1,2年次に修
得できる単位数、4年次編入
生の認定単位の上限は、
1,2,3年次に修得できる単位
数とする。他教育機関で修得
した1単位は本学での1単位と
して認定する。ただし、他教
育機関で修得した1科目2単
位は、1単位ずつに分割、あ
るいは1単位科目を2科目あ
わせて2単位として認定する
場合もある。編入生の単位の
認定作業は、薬学部教務委
員会が行い、薬学部教授会
が承認する。

他学部から編入した場合、薬
学専門科目について単位の
認定が不可能な場合が多
い。薬学部における専門科目
を無理なく修得出来るように、
単位認定されなかった科目に
ついては、編入した年度中に
補講を開講し、編入生教育を
行っている。補講は、平日の5
時間目、6時間目に相当する
夕方、夜間、土曜日あるいは
夏季休業期間などを利用し、
該当する講義に必要な時間
（90分×15コマ）を確保し、そ
の講義担当教員が行ってい
る。また試験を行うことで、補
講の単位認定をしている。た
だし補講科目の単位は、卒業
時までに修得すればよいこと
とし、進級判定には用いな
い。また、試験は科目担当教
員と相談の上、いつでも、何
度でも受けることが出来るよ
う配慮している。

学習面に関しては、例え文系
学部出身者で単位の認定が
ほとんど出来なかった編入生
でも、現在行っている補講の
システムにより、十分に教育
が可能であることが、これま
でに実証されている。しかし
ながら、補講をしっかりと行う
分、編入生の負担も大きくな
る欠点もある。やる気のある
編入生はよいが、編入のた
め、まわりの学生と馴染め
ず、学生生活に悩みをもつ編
入生のケアが大切である。

学力試験（化学、生
物）、面接、書類審査
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 4 1 5

臨床検査科、生物工学科、臨
床工学科、生活科学科（2年
次）
薬学科（4年次）

なし ４年次１名

平成22年度 5 2 5 12

薬学科、第二部物質工学科、
応用生物科学科、物質工学
科、化学応用工学科（2年次）
健康生命薬科学科、薬学科
（3年次）
薬科学科、医学科、薬科学科
3名（4年次）

なし ４年次４名

平成23年度 2 1 3
保健学科、生命医科学科（2
年次）
医学科（3年次）

なし なし

平成24年度 3 1 1 5

臨床工学学科、理工学科、総
合農業科学科（2年次）
薬学科（3年次）
薬科学科（4年次）

なし なし

平成25年度 6 3 3 12

生物資源学科、生物科学科、
歯学科、心理学科、応用化学
科、バイオサイエンス学科（2
年次）
医学科、薬学科2名（3年次）
医療薬学科2名、前大学での
学科決定が4年次からだった
ので、編入時は学科が決まっ
ていなかった学生1名（4年次）

なし なし

計 0 20 7 10 0 0 37 － － － －

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 0

平成23年度 1 1
情報工学部　機械情報工学
科

小論文、面接（口頭試
問を含む）
書類審査

なし なし

平成24年度 0

平成25年度 1 1 2
社会学部　社会学科（１年次）
理学部　生物学科（２年次）

小論文、面接（口頭試
問を含む）
書類審査

なし なし

計 2 1 0 0 0 0 3 － － － －

徳島文
理大学
香川薬
学部

薬学科 編入希望が申請された段階で
編入生として受入れ可能な学
年を判定するため、前大学に
おける単位修得表の情報を基
に、本学部の単位として認定で
きる科目を確認し、それを基に
受け入れる学年を教務委員会
が発案し、学部教授会で承認
する。教養科目については、多
彩な科目があることから、人
文・社会・自然科学のカテゴ
リーの中で同名あるいは近縁
の科目を認定する。
専門科目については、内容と
授業時間をシラバスで確認し、
場合によっては科目担当者の
意見を聞き、認定する。単独の
科目で読替えできない場合
は、複数の科目を１つの科目
の単位として認定する。
基本的に編入学年より下の学
年までの科目を認定するが、
出身学科に特徴的な科目につ
いては編入学年以上に配当さ
れる科目についても認定する
場合がある。特に薬学部、医
学部出身者には、科目の配当
年次が本学と同一ではないこ
ともあるので、内容的に一致し
ていれば認定する。
上記の認定においては、原則
として、編入学年より下級学年
までの必修の科目のうち、認
定されていない科目数は本学
部の進級規定で定められてい
る科目数以下とする。ただし、
実習科目については、その科
目数に含めず、２科目以内で
あれば、原則的にその学年へ
編入可能とする。

認定単位の上限は特に決め
ていないが、前述のように出
身学科によって認められる範
囲が異なっている。
受験時の単位認定見込みに
関しては、入試委員会と教務
委員会が連携して判定する。
合格後の正式な単位認定
は、教務委員会で単位読替
えの方針にしたがって科目読
替えおよび編入後の科目受
講指導案を作成し、教授会で
検討し認定される。
認定された単位は編入生に
開示され、追加希望がある場
合は、教務委員会での審査
を経て教授会で認定されるこ
ともある。

ほとんどの編入生は下級学
年の科目をいくつか取得する
必要がある。時間割上編入
学年の講義と重なる場合は、
下級学年の科目を時間割外
で受講させることにしている。
また、実習については、土曜
日や夏期休暇に実習担当講
座で別途実施する。そのため
科目あるいは実習担当者に
別途を行うことを依頼してい
る。重なった科目が選択科目
の場合は、その時間下級学
年の科目を受講させることに
している。教養科目は別途実
施が困難なため、空き時間に
他学部で受講する場合も認
めている。
進級要件に関して、編入生と
いうことで通常の学生と区別
してはいないが、時間割上ど
うしても受講できなかった科
目については、進級判定時に
考慮している。

松山大
学

医療薬
学科

語学科目は、原則全て認定
する。薬学専門科目および共
通教育科目については、提出
された先の大学のシラバスと
本学のシラバスを照合して、
本学で提供する科目と対応
する科目について認定する。

単位認定は薬学部事務室と
薬学部教務委員会が協力し
て行う。合格後、学生に認定
したい科目を提示させ、提出
された前大学のシラバスと本
学のシラバスを照合しなが
ら、単位を認定するかどうか
教務委員会案を作成する。そ
の後、教授総会（講師以上に
よる教員の会議）において審
議し、決定する。

当該学生を担当するアドバイ
ザー教員が中心となり、教務
委員と協力しながらサポート
する。薬学専門科目のうち認
定した科目については、教科
担当教員が面談し、必要に応
じてサポートする。

薬学教育モデルコアカリキュ
ラムを効果的に履修するため
に薬学専門科目（実習を含む
必修科目）が１年次後期から
開始されること、各学年にお
ける進級要件において各学
年での薬学専門科目に含ま
れる実習科目の単位取得が
必要条件であるため、現状で
は工学部や理学部など他学
部から編入する場合、低学年
（１年次あるいは2年次）に編
入されることになる。3年次に
受け入れるための工夫が今
後必要である。

小論文、面接、書類審
査
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 0 なし なし

平成20年度 1 2 3
薬学科（2年次）
健康薬学科、薬学科（3年次）

書類審査、面接 ３年次１名 ２年次１名

平成21年度 0 なし なし

平成22年度 3 1 4
薬学科、薬学科、薬学科（2年
次）
薬剤学科（3年次）

なし なし

平成23年度 4 1 5
医療薬学科、薬学科、薬学
科、薬学科(2年次）
健康薬学科(4年次）

なし なし

平成24年度 1 1 2
薬学科（2年次）
健康薬学科(4年次）

なし なし

平成25年度 0
計 0 9 3 2 0 0 14 － － － －

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 1 1 総合経済学科
書類審査、筆記試験
(化学)、小論文
面接

なし なし

平成22年度 0

平成23年度 1 1 医学科
書類審査、筆記試験
(化学)、小論文
面接

なし なし

平成24年度 1 1 創薬科学科
書類審査、面接(口頭
試問含む)

なし なし

平成25年度 4 4
自然情報科学科、電子工学
科、食料生産科学科、理学科

書類審査、筆記試験
(化学)、小論文
面接

なし なし

計 0 6 0 1 0 0 7 － － － －

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 1 1 創薬・生命薬科学科 書類審査、面接 なし ４年次１名

平成23年度 2 3 5

生体工学科、保健学科（2年
次）
創薬・生命薬科学科、創薬科
学科（4年次）

なし なし

平成24年度 1 1 創薬・生命薬科学科 なし なし

平成25年度 3 3 6

環境科学科、栄養学科、人間
コミュニケーション学科（2年
次）
創薬・生命薬科学科、薬科学
科（4年次）

なし なし

計 0 5 0 8 0 0 13 － － － －

書類審査、面接

九州保
健福祉
大学

薬学科 2年次編入は1年次、4年次編
入は1～3年次の開講科目の
うち、2・4年次に進級するの
に必要な基礎・専門教育科目
の卒業要件単位数を、包括
的に認定する。

認定する単位の上限
2年次編入：40単位
4年次編入：120単位

単位認定を行う組織
学務委員会の議を経て、教
授会で決定する。

認定の方法
基礎科目・専門教育科目そ
れぞれに、包括的に認定す
る。

通常の学生とは別に、編入学
生対象のオリエンテーション
を実施し、履修指導を行って
いる。

小論文、面接

第一薬
科大学

薬学科 編入学する学年の学修が可
能であるかどうか慎重に判断
したうえで判定している。
具体的には、科目ごとに修得
済の単位数が、本学の対応
する科目の単位数と等しいか
それ以上であることをベース
とし、修得済科目の内容が本
学の教育内容と合っているか
どうかについても、在籍して
いた大学のシラバス等を参考
に判断している。

単位認定の上限は87単位を
原則としている。
教務委員会において単位認
定を審査し、最終的には教授
会で承認している。

入学が決まった時点で、教務
部長がオリエンテーション等
を活用して個別指導を行って
いる。また、担任教員に当該
学生の状況を詳しく説明する
などきめ細かいフォローを実
施している。

長崎国
際大学

薬学科 ・単位認定の考え方
教育上有益と認められると
き、入学前に他大学で修得し
た単位を付与する。
・基準
2年次　平成22年度から、医
療保健、農学、理学、工学系
の大学に2年以上在学し、62
単位以上を修得した者を対象
としている。
3年次　平成24年度から、医
学部または歯学部の卒業者
及び見込みの者を対象として
いる。
4年次　薬学部薬科学科(4年
制)を卒業した者及び見込み
の者を対象とする。
・方針
出願に当たっては、出身大学
からの成績証明書、単位修
得証明書、シラバスを提出さ
せ単位認定を行う。

・認定単位の上限
全学共通科目については、2
年次・3年次・4年次とも、卒業
要件単位数30を一括認定。
学科専門科目では、2年次で
は、45単位を超えない範囲で
個別読替え。3年次では、62
単位を超えない範囲で個別
読替え。4年次では、3年次ま
での開講科目の単位を審査
の上、94単位を超えない範囲
で一括認定する。

・単位認定を行う組織　　教授
会

入学時のオリエンテーション
及び学期末毎に履修計画等
について指導教員による個別
指導を行っている。また、編
入学生の単位修得に支障を
来さないよ うに時間割り編成
を考慮するとともに、教育上
の配慮を優先した進級要件を
策定している。
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度平成24年度
今後の課題等大学名 学科名 出身学科 選抜方法

卒業状況
編入学年度 単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

編入学生数

平成19年度 2 21 23 ２年次１６名
１年次２名
２年次３名

平成20年度 0 23 23 46 ３年次１３名
２年次１４名
３年次１名

平成21年度 0 28 16 2 46 なし
３年次８名
４年次１名

平成22年度 0 46 30 13 0 89 なし ４年次１２名

平成23年度 1 61 22 29 0 0 113 なし なし

平成24年度 0 50 27 32 0 0 109 なし なし

平成25年度 1 46 25 42 0 0 114 なし なし

計 4 275 143 118 0 0 540 － － － －

合計
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度 平成24年度

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 0

平成23年度 0

平成24年度 0

平成25年度 2 2

応用生命科学部
応用生命科学
科、応用生命科
学部応用生命科
学科

学力試験（化
学、英語）、面
接、書類審査

なし なし

計 0 2 0 0 0 0 2 - - - -

平成19年度 0

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 2 2
人文学部　人間
心理学科・経済
学部

筆記試験（英
語、化学）、面
接

なし なし

平成23年度 0

平成24年度 0

平成25年度 0

計 2 0 0 0 0 0 2 - - - -

選抜方法大学名 学科名 受入年度
転学部学生数

出身学科
卒業状況

単位認定の考え方、基準 単位認定方法等
指導、教育上の

配慮等
今後の課題等

神戸学
院大学

薬学科 転学部前に修得した共通教育科
目はすべて単位認定。専門教育
科目については、薬学部カリキュ
ラムに設置されている科目に関す
る科目を個別に認定

認定する単位の上限はなく、薬学
部教授会の審議により単位認定を
行う。

現在は特に行っていないが、今
後、該当者があれば、以降の薬学
部での講義等についていけるよ
う、不十分な部分について予備的
な補講、カリキュラム開始後の補
講などを設けることが必要である。

新潟薬
科大学

薬学科 転学部後次年次への進級に支障が
ないよう、転学部試験合格後（転学
部前）に、転学部年次を決定してい
る。現在2年次への受入れのみであ
るが、2年次への進級要件（必修科
目の未修得単位数が5単位を超え
た場合は進級できない）及び卒業要
件の一部（教養選択科目3単位以上
修得）と照らして、必修科目29単位
中23単位以上、教養選択科目1単
位以上を履修済みとして認定できる
場合に、2年次への編入を認めてい
る。
履修済みか、否かの判定基準（履
修認定基準）は、①本学部科目と前
所属学部における既修得科目のシ
ラバス記載の授業計画のうち7割以
上の授業において授業内容の一致
がみられる科目であること、または
②本学部科目と前所属学部におけ
る既修得科目のシラバス記載の学
習到達目標（SBOs）のうち7割以上
のSBOsにおいて一致が見られるこ
ととする。本学部履修規程で、定期
試験の受験資格を3分の2以上の授
業の出席と規定していることから、
単位認定試験受験資格、すなわち
履修認定基準で7割以上と定めてい
る。
転学部後に、履修認定科目の単位
認定を行う。当該科目の担当者によ
る学力検査で60％以上、または前
所属学部での試験の答案等で当該
科目の試験の単位認定基準（60％
以上）と同等の学力を修めているか
を確認し、相当と認めた場合に、合
格として単位認定する。
認定基準に達しず、単位認定されな
かった科目については、再履修して
修得しなければならない。
結果的に、知識に関する学習領域
と技能に関するものの一部につい
ては履修認定・単位認定をし、態度
の学習領域に関する授業や薬学準
備教育に関する授業は転学部後に
履修することとなる。

教務委員会において、提出された
既修得科目のシラバスと本学部シ
ラバスを照らし合わせて、教授会
で決定された前術の履修認定基
準に従って、転学部年次を判定
し、教授会での審議を経て決定す
る。
単位の認定は、履修認定された科
目ごとに科目担当教員が試験（実
技試験等を含む）を行う、または前
所属学部での試験の答案等を確
認し、当該科目の単位認定基準に
学力が到達しているかを判定する
（この場合、口頭試問等の方法に
より学力確認を行う場合もある）。
その後、教務委員会及び教授会
の議を経て決定する。

履修認定されなかった1年次科目
については、当該学生の授業の行
われていない時間に、集中講義形
式等で別途授業を行う。また、転
学部後に別途受講が難しい実習
科目等については、転学部前の春
休みに実習を行うなど、2年次に未
履修の科目がないよう配慮してい
る。
履修認定された科目及び単位認
定された科目についても、時間に
余裕がある場合は、積極的に聴講
するよう指導している。また、本人
の希望があれば、単位認定された
科目についても再履修を認めてい
る。
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 平成23年度 平成24年度
選抜方法大学名 学科名 受入年度

転学部学生数
出身学科

卒業状況
単位認定の考え方、基準 単位認定方法等

指導、教育上の
配慮等

今後の課題等

平成19年度 1 1 応用生命科学科

学力試験（英
語）
面接
書類審査
（高校時評定
平均、大学成
績　等）

なし ２年次１名

平成20年度 0

平成21年度 0

平成22年度 0

平成23年度 0

平成24年度 0

平成25年度 0

計 0 1 0 0 0 0 1 - - - -

平成19年度 0 1 なし ２年次１名

平成20年度 0 0 0 0 なし なし

平成21年度 0 0 0 0 0 なし なし

平成22年度 2 0 0 0 0 2 なし なし

平成23年度 0 0 0 0 0 0 0 なし なし

平成24年度 0 0 0 0 0 0 0 なし なし

平成25年度 0 2 0 0 0 0 2 なし なし

計 2 3 0 0 0 0 5 - - - -

合計

基本的には１年次の一般教養科
目が該当するが、転学部元と転学
部先の学部で事前に協議を行い
詳細を決定することで運用してい
る。認定する単位の上限は特に制
限していない。１、２年次の全学共
通一般教養科目は、そのまま単位
の認定をしている。専門基礎科目
と専門科目は、薬学部の教務委員
会が中心となって、転学部元と転
学部先（薬学部）のシラバスや科
目担当教員の意見を基に、認定
(読み替え対応）が適当であるかど
うかを検討し、その結果に基づい
て認定をしている。

転学部学生に対しては、担任がき
め細かい履修指導をするように心
がけている。

転学部対象学年に欠員がでな
かった場合においても、若干名の
転学部が出来るような仕組み作り
が望まれる。(欠員がでるか否かは
年度末の進級判定結果を待たね
ばわからないが、転学部希望学生
に転学部枠の有無を伝えるのは、
それよりもかなり前であるべきと考
えるので。）転学部対象学年より低
学年次の転学部先必修科目に、
読み替え対応ができない科目が若
干ある場合に、それを転学部時あ
るいはそれ以降の早い時期に特
別に履修する仕組みがあれば、転
学部がより現実的になる。

崇城大
学

薬学科 学則上、転学部は原則として２年
次となっている。（８の今後の課題
等で触れるような取り組みが進め
られれば、転学部年次に柔軟性が
持たせられると考える）
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